
事業番号 - - - -

（ ）

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

独立行政法人通則法第４６条
独立行政法人日本スポーツ振興センター法第１５条

-

-

-

スポーツ立国戦略（平成22年8月26日策定）
第２期スポーツ基本計画（平成29年3月24日策定）
第３期スポーツ基本計画（令和4年3月25日策定）

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要URL
-

関係する
計画、通知等

主要経費 教育振興助成費

事業の目的
（5行程度以内）

-

当初予算：運営費交付金(A)

補正予算：運営費交付金(B)

予
算
額

-

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

※金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しな
い場合がある。

-

その他 ▲ 2,988

経
常
費
用

予算額(G) 3,272 3,185 4,695 4,867

執行率(I)
=(G)/(H)

100% 79% 94%

- - -

その他(E)

執行額(H) 3,256 2,510 4,409

2,510 3,983 5,448

1,802 3,101 3,254

- -

令和6年度要求

経
常
収
益

2,490 2,344 3,035 2,988 -

運営費交付金収益化基準 業務達成基準 業務達成基準 業務達成基準 業務達成基準

運営費交付金収益の割合
=(C)/(F)

71.8% 77.9% 59.7%

-

06038522

政策課 政策課長　先﨑 卓歩

会計区分 一般会計

セグメント単位の
考え方

財務諸表のとおり

セグメント名 スポーツ施設運営事業 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度 平成１５年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

日本スポーツ振興センター

2023 文科

令和５年度セグメントシート

独立行政法人日本スポーツ振興センター法第３条の目的を達成するため、センターが設置するスポーツ施設及び附属施設を運営し、並びにこれらの施設を利用してスポーツの振
興のため必要な業務を行う。

現状・課題
（5行程度以内）

ＪＳＣは、国立競技場等の大規模スポーツ施設を所有しており、当該スポーツ施設の利活用を通じたスポーツ振興により、国民がスポーツに参画する機会を提供している。
JSCには、引き続きこれらの業務を実施するとともに、当該業務により蓄積されたＪＳＣ独自のデータや経験等をより有効に活用し、スポーツを通じた社会への還元に向けた取組が
求められる。

事業概要
（5行程度以内）

保有するスポーツ施設の活用により、国民がスポーツに参画する機会をより多く提供できるよう、長年蓄積してきたノウハウや経験を活用した効率的な管理運営を行うとともに、施
設利用者に応じた調査を行うことにより、施設利用者のニーズを的確に捉えた、安心感や満足度の高いサービスを提供する。

歳出予算項・目 令和5年度当初予算 令和6年度要求 主な増減理由（・要望額・予備費）

(項) 　 独立行政法人日本スポーツ振興セン
ター運営費

　 (目) 独立行政法人日本スポーツ振興セン
ター運営費交付金に必要な経費 2,988

708 882 2,194

補助金等(D) -執
行
額

運営費交付金(C)

　計(F)
=(C)+(D)+(E)

計（A) 2,988 -



　アクティビティから長期アウトカムについて６つ以上記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載 チェック

備考

改善の
方向性

独法所管部局による点検・改善

-

目標値 ％ - - - 80

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人日本スポーツ振興センターが達成すべき業務運営に関する目標/JSCが国立競技場の施設利用者等に対し実施する満足度調査
（国立競技場の管理運営について終了予定はないため、目標最終年度については、JSCの中期目標期間（令和５～９年度）の最終年度とした。）

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

国立競技場を利用するイベント主催者
の満足度

主催者に対し実施する満足度
調査において「満足」「やや満
足」等プラスの評価の割合

成果実績 ％ - - -

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人日本スポーツ振興センターが達成すべき業務運営に関する目標/独立行政法人日本スポーツ振興センターの各年度における業務実績報告書

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

国立競技場について、必要に応じて施設の修繕や機能向上（観戦ボックス等の設置）を行い、毎年度適切に管理運営することにより、施設利用者等の満足度が高
くなり、その結果、国立競技場が継続的に利用され、有効活用が図られることになると考えられるため、国立競技場の施設利用者等の満足度を長期アウトカムとし
て設定した。

↓
成果目標①-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

国際的・全国的なスポーツ大会に積極的かつ有効に利活用していくのみに留まらず、国民の様々なニーズに応え、学生スポーツ、地域住民や学校等を含む各種
イベントの開催などに利用されることが、スポーツの振興等に寄与するものと考えられるため、スポーツ団体等による国立競技場の利用を短期アウトカムとして設
定した。
なお、令和2年1月6日から令和4年3月31日まで東京大会組織委員会に貸与され、基本的に専有利用されていたため上記の活動実績には含まれない。

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

スポーツ団体等による国立競技場の利
用

スポーツ団体の利用による
国立競技場の稼働日数

成果実績 ％ - - 174 -

目標値 ％ - - 159 159

達成度 ％ -

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

国立競技場の供用 国立競技場の稼働可能日数
活動実績 日 - - 324 - -

当初見込み 日 - - 324 324 -

点検結果
令和2年1月6日から令和4年3月31日まで東京大会のために組織委員会に貸与されていた。
令和４年度から通年で一般利用に供し、短期・長期とも測定指標は順調に推移している。

目標年度における効果測定に関する評価（令和10年度)

-

活動内容①
（アクティビティ）

国立競技場を適切に管理運営し、安全維持の点検等による休業日を除き、スポーツ団体等の利用に供するとともに、随時スタジアムツアーを開催する。

↓

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）

目標年度に向け引き続き取り組むとともに、国立競技場の民間事業化を進める。

活動目標 活動指標

- 109.4

-



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

スポーツ庁

独立行政法人日本スポーツ振興センター

【Ａ】

スポーツ施設運営事業

民間企業等

356件

4,384百万円

国際的、全国的なスポーツ大会に施設を提供するほか、スポーツ施設を活用し

たスポーツ振興等を行う。

【運営費交付金交付】

【一般競争契約（総合評価）等】



支出先上位１０者リスト

A.

30 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
B2F廃棄物処理室シャッター
レール防煙ゴム交換・調整作

0.2
随意契約（少

額）
- -

-

29 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
大型映像装置　K2リプレイ装
置調査作業

0.3
随意契約（少

額）
- -

- -

28 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 照明制御 UPSバッテリー交換 0.3
随意契約（少

額）
-

27 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 真空式温水ヒーター部品交換 0.4
随意契約（少

額）

26 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
陸上計時計測設備ランニング
タイマLED基板取替作業

0.4
随意契約（少

額）
- -

-

25 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 大型映像パネル取替え作業 0.4
随意契約（少

額）
- -

- -

24 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 大型映像パネル取替え作業 0.4
随意契約（少

額）
-

23 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
競技用音響設備 全パワーア
ンプ調査作業

0.4
随意契約（少

額）

22 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
入場ゲート基板修理・光セン
サー交換作業

0.4
随意契約（少

額）
- -

-

21 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
中央監視制御　UPSバッテ
リー交換作業

0.4
随意契約（少

額）
- -

- -

20 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
国立競技場　せせらぎ用消耗
品の購入

0.5
随意契約（少

額）
-

19 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 中水ポンプ用逆止弁の購入 0.5
随意契約（少

額）

18 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
リボンボード表示不良調査作
業(W1-19)

0.5
随意契約（少

額）
- -

-

17 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
大型映像装置　無停電電源装
置バッテリー交換作業

0.5
随意契約（少

額）
- -

- -

16 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
18面モニターガラスフィルム交
換作業

0.6
随意契約（少

額）
-

15 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
大型映像装置　18.5モニター・
大型映像ミキサー修理作業

0.6
随意契約（少

額）

14 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 非常用発電機用A重油の購入 0.6
随意契約（少

額）
- -

-

13 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
国立競技場　個別空調機フィ
ルターの購入

0.6
随意契約（少

額）
- -

- -

12 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 屋上ルーフドレン清掃作業 0.6
随意契約（少

額）
-

11 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
国立競技場 保安用発電機の
空気圧縮機部品交換

0.7
随意契約（少

額）

10 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 室外機フィン洗浄業務 0.8
随意契約（少

額）
- -

-

9 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
防災センター 火災監視カメラ
装置HDD・UPSバッテリー購入

0.8
随意契約（少

額）
- -

- -

8 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 屋上トップライト清掃作業 0.8
随意契約（少

額）
-

7 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
国立競技場　電話交換設備用
基板修理作業

0.9
随意契約（少

額）

6 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
デジタルサイネージ1Fディスプレイ基板取
替・記者会見室可搬型STB修理作業 0.9

随意契約（少
額）

- -

-

5 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
国立競技場　せせらぎA･B防
護スクリーンの調達

0.9
随意契約（少

額）
- -

- -

4 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
ユニット型空調機中性能フィ
ルター(SW,SEエリア)の購入

1
随意契約（少

額）
-

3 大成有楽不動産株式会社 7010001049087 光波距離計の校正作業 1
随意契約（少

額）

2 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
国立競技場売店感知器種別
変更工事

2
随意契約（少

額）
- -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 大成有楽不動産株式会社 7010001049087
国立競技場管理・運営業務委
託

870 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

計 870 計

費　目 使　途
金　額

(百万円）

保守等業務委託費 国立競技場管理・運営業務委託 870

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A.大成有楽不動産株式会社 B.

費　目 使　途
金　額

(百万円）


	セグメントシート

